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マレ ーシア米作地形に bける

地主・小作関係の実態と性格

一一ケダー州，スンガイ・ブジョーノレ村の事例一一

けじめに

I 村の概況

1. 位置と行政

2. やIの歴史

3. 人口と家族統計

4. 職業構成と農家数

[] ！＇！；，家の土地所有と f.1'11土Qf('c

ill 地主・小作関係

1. 一般的な小作形態

2. 特殊な小作形態

3. 付帯的な小作条件

結 語

はじめに

筆者は1966年5月から目的年3乃までの約3年

近い7 レーシア滞在期間中に四つの村落調査を行

なったが，小論はその最初jの米作村，スンガイ・

ブジョーノレ村（KampongSungei B叩 r）の調査の

うち，主として地主・小作関係の実態に関する部

分を整理し，まとめたものである。

調査は予備調査と本調査の 2段階に分けて行な

った。予備調査は1966if-の10月と12JJにそれぞれ

1週間ずつ行ない，本調査は1967年4月25日から

6 }J 15日までのだいたい 1カ月半の期間にわたっ

て行なわれた。本調査と予備調査を合わせると，

全体としての調査期間は 2カ月と 1週間余りであ

る。予備調査は調査村の選択と調査村に関する基
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｛品知識を得るため，および何十iカh位躍すゐケダー

州米作地帯の一般的な状況に~.）いて情報を集める

のに費やされた。本調査では同村の村長（ketua

kampong）の家に泊まり，家族の一員として過ごさ

せてもらうととにより，できるだけすレー人農民

の生活環境にとけこむように努力したG

えンカ、イ・ブジョール村｝こiれ、るにあたって，

-'.'fl＇.占ーがとくに包的としたことは次の諸点である。

第 1は直接村の中に住むことにより，マレ一人村

裕社会の研究者やマレー人農民自身にとってはす

でに常識になっている日常生活のなかでのこまご

ました慣習やしきたりを身につけ盟解すること。

お2は農業生産に関する技術的な知；設をできるだ

け観察を通じて自分のものにすること。第3は観

望？？と相互接触によりかれら農民が持つ支配的な価

{[(1志織や人間関係のあり方を知ることである。言

いかえれば村落の経済なり社会構造を分析する以

前に当然理解し，感覚的になじんでおかねばなら

ない村人の生産や生活に関する初歩的な知識を調

子仁現場で体得することに主目的が白かれたといっ

：れ、。こらした調査方法杖労多く Lて佐少ない

かも Lオtis1，、が，社会科学め）j訟を通じと農村lこ

持近する以前に，農民たちの生活様式や生活感情

に肌でじかに触れ，かっかれらの村落社会の内部

で綾なす人間関係の原型というか，原点の諸相の



Ⅰ　村の概況

1971100021.TIF

調査は，会話力の不足だけでなく，村落の生活条

件への適応が思うようにいかず，当初は苦しいも

のであったが，区長（penghulu）村長をはじめ村人

日常での交際でも筆者に温かが調査に協力的で，

この

ったない報告書に少しでも得るところがあれば，

それはすぺてこうした村人たちの協力のおかげで

はじめのことばある。改めて感謝の意を表わし，

にかえたい。

訓 j)"iJilでも理解しておくことが必要であろうという

芳夫方にもとづいているc それは筆者にとってス

：りイ・ブシ：1-1レ村、吋1/,J査がマレーシアでの最

初の調査村であり，村落調査の原体験の「場」と

してのf生格を持たざるをえなか〉たhらであると

いづてよいであろう。

i＇九ろん， A医者の調査範囲が．ト；！£のいわば生活

作験［ドJな要来、Jιヴに限定されたわけではなし、。入

村前は通常の村落調査者が設定するような調査項

く接してくれたことが大きな励みとなった。

況

ケダー升I(Kedah s同te）北西部とベJレリスチH

(Per! is State）の中南部にかけて開けている約25万

エーカーの水田地帯は，この国で最も広くかっ最

も土地生産性の高い米作地で，文字どおりマレー

市
｝

eau
畑
判の十、f

｛立孟と行政

I 

この広々とした穀

倉地帯のほぼ中央にケダー州の州都，アロール・

スター（Alor-star）がある。また最南端部にはケダ

ジュライ山（GunongJerai, J}IJ名 Kc-

dah Peak）がそびえており，その麓にはイ zン（Yan)

とよばれる静かで小さな町がある。調査村スンガ

このアローノレ・スターからイ・ブジ臼－Jレ村は，

チH道沿いに約20マイル南下したところにあり，

ェンからは約8マイル北にのぼったところに位置

している。つまり穀倉地帯南部にある集村で，典

型！！的な水田単作村である〈第I図参照〉。行政的tこ

はケダー州イェン郡スンガイ・ダウン区スンガイ－

J ジョーノレ村（KedahState, Yan District, Mukim 

δ，mgei Dmm, Karnpong Sungei Bujor）となる。マ

レーシアでは「村」（karnpong）それ自体は行政単

位となっていない。村落社会における末端の最小

行政単位は村をいくつか集めてできている「区」

イ

調査期聞が2カ月余の短期間であったことと，調査

σ）昨期がち l、うど農民Ht~にあた JpてL、たため，結

果的には農作呆を全体にわたって観棋できず，調

査対象が非常にせまい範聞に限定されてしまい，

j.;]11寺に調査i記録の内容に精粗， i閉めノつ差が生じて

しまったことを品志めねばならないだろう。ために

この論文のι述内容もスンガイ・プ、ジョーノレ村の

経済・社会構造の分析を調査当初の目的としたに

もかかわらず．それを果たすことはできなかった。

今川はそこで調査記録山うち比較的まとま寸た資

料となりうると思われる地主・小作関係の部分を

中心にとりだし，整理を行ないt'i-'i二の分析を試み

るにとどめた。その意味ではこの論文は将来にお

けるケダ一川での長期にわたる本格的な調査のた

めの予備作議と思っていただきTこL、。

最後に調査方法について若干ふれておこう。村

にはいってがらの最初の 20日間はマラヤ大学

(University of Malaya）のマレ一入学生を通訳とし

ていた（だがll c網羅的1,:：＇／ノミーす合ことを

シアの穀倉地帯となっている。

一州の名ili, 

て11/Jげを借；1た／人農民とのイこケピューのあり

}j生学ぶうえで得ると i二ろが多かった。 しかしな

がら残り 1カ月半の筆者 1人での調査は，会話カ

したがってスンガイ・ブゾョー
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(rnukim）である。

ケゲー升！の方言に

不なれであったため難渋をきわめた。調査はイン

タビューがおもで，質的表は一切使用しなかった。

がまだ不十分であったことと，
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，，，ンu:(r，区民はR山中心1也で；均五十「から I・, ｛ル

このイェンから王ンザイ・ブジョーノレネjに

1t,Jf）＇ うi主中'.2・,'{ Ji,行ったところに二三叉路があり，

このミ叉E与をqi心に 1.L ＞・ケヴチー／レパan l'(e. 

ふる Jほど0ffht-二土三ろにあるスン力、 f・リマウ川口n附 i

Limau！；三日住LてL、るc I互に問する行政ztt務
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土L、〆 ） ／：二fc主仁をL、／こかせゐ。そしてイ E ン・ケザ

千ールから東南号LのJ51，可lこ約 5・，イ yレff・,たとこ

かhしり lにはHJt!Jvi，自はは I人q'＇，、

h＼、η 管1l!h「ての j・ j ζての行政・l下院i;, IどFdて仁 F

て処理されあげただ L区長；i/iilJl{J去仲間日Ii日目） (r-

z t,>t 2 I王1f;J上リ選出する権販があたえられてV、

る己／~IJ1<l"'J: は l三長と村長の問に」＇） って［く長の jTJl支

Jそj〕，'11（； 方也、

(< ;uar Chernpedakl 7，にゲアーノレ・チュンフ。夕、ッケ
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ロンの土地を購入し米作地として開拓したものだ

という。そのときの購入地価は10；レロン当たり160

ドルであった。 トウンクー・ジワは彼女の父， ト

ウンクー・ハリム（Tu時 kuHalim）から遺産とし

てこの辺一帯を譲り受け，それを当時農民に売り

に出したものらしい。

直接的にはζ のことが当スンガイ・ブ、ジ盟ーノレ

村の発生と開拓の歴史に関係しているのではない

かと思われる。トウンクー・ゾワからlfl接土地を

購入したと L勺農民はさらに三人いた。 i人はや

はりジトラから1920年にこの村にはいり，同年ト

ウンクー・ジワから土地を購入している。もう 1

人は村一番の年寄りである No.40であるが， hれ

もトウシクー・ジワから土地を購入したが（正式

な年時は No.40自身老齢のため記憶していなかった〕，

当時村には人はほとんど住んでおらず，森や林ば

かりであったという。このように歴史的にこの村

近辺の荒蕪地がもともとサルタン姻族の一員たる

トウンクー・ジワの所有に属していたことは事実

であったように恩われるし，それを売りに出した

のがだνたい1015年ころであったことも上述の長

老たちの話から推測できょう。

スンガイ・プジョール村の開拓と形成が1910年

ころであったろうという推測さ裏付けるもう ーつ

の事実t土クワラ・スンガイ・リマウの大火である。

村の長老たちゃ区長の話では，約50年前に起きた

大火で商業町がリマウJ!lのがI口から現在のスンガ

イ・リマウに移ってきたが，それ以後，急激にス

ンガイ・ブジョール村も発展し，村民の数も多く

なったという。大火，町の移動，それに村の急激

な発達，この三つの事実の問にどのような肉果関

係が介在してL、るかは必ずしも判然としないが，

歴史時間的にみればこれら一連のできごとが1909

年間村説と符号しているし， トウンクー・ジワに

22 

よる土地の売却，上述の長老たちの入村と土地開

拓の時期とも‘致している。

さて，問題は入植した農民たちの土地所有関係

がそれ以後どう変化してきたかを明らかにするこ

とにあると思われるのだが，その点に関する資料

は浅；舎ながら持無であった。そこで上に述パた簡

単な事実のなかから，この村の歴史を知り，か ~）

現在の土地所有関係を理解するうえで重要な点を

指摘すれば，次の 2ぷであろう。第 1はこの ζ ン

ガイ・ブジョーノレ村の開拓がせいぜい50年から60

年前に行なわれ，米作村としての歴史は比較的浅

いということである。この事実は，村の周囲をと

りまく自然条｛’k とくに水田の｜て壌条件の劣悪さ

と関係してくる。と同時に一方でLt村の経済ム；〉社

会構造の特質を規定してし、る一つの要因にもなっ

ていると思われる。第 2の点はこの村の近辺一帯

の c:J1~1J，ケダ－ HIサルタン姻肢の‘員であったト

ウンクー・ジワの手にあったこと，それをこの村

の開拓者が購入し米作地として開墾してきたとい

うことである。こうした歴史的事実は当村だけに

土どまらずケゲ←州全体の土地所有関係の変遷を

知るうえできわめて興味ある事実である。という

のは調査時においてこの村でトウンクーの尊称を

持つものから土地を借り米作に従事していた農民

はi戸にすぎなかったが，近在のある村では一村

全部の農家がケダー州のあるトウンクーの小作人

となっている例もあり，過去だけでなく現在にお

ヤてもサルタン姻族の土地所有に対する影響力は

まど無視できない形でのこってし、るからである。

3. 人口と家族統計

第l表はスンガイ・ブジョーノレ村の人口と家族

数に関する基礎統計数字である。去では世帯数56

となっているがこの数字について若干説明を加え

ておこう。世帯数56というのはあくまで同ーの家
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には未婚の息子や娘あるいは孫などを引き取りー

またある場合

小説はr,iJじであり，明らかに拡大家族の範轄に属

する。しかしこういった例はそう多くない。家族

の形態を細かく分類することは，ここでは避ける

が，核家族以外の形態をとっている世帯数は八つ

しかなく，残り全部が夫婦とその子女から構成さ

れる核家族の形をとっているのである。農民は核

家族の形態をできるだけ日常の基本的な生活単位

として保持しているようにみえる。たとえば年を

とって配過者の片方が死亡した場合，残された方

の老人が自分自身をどのように処して生活してい

くかはそのときどきの事情により異なるわけであ

できるだけ若夫婦のところに戻って一緒に

スンガイ・ブジョ－，レ村を構成する各世帯

の世帯番号と位置
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酬は民
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るが，

によ〆Jて得られる小作料が主たる収入源となって

いるi吐帯の場合はもちんん独立した世帯として計

算されている。

第 l表の数字を理解するうえで必要な事E実はも

う一つある。それはこの村の農民の聞では，核家

族形態が基本的な共同生活の単位であって，拡大

家族の形態は比較的少ないとレう k戸：たである。上

記の凹つの例は，居住；土分廃ffされているが，生計

る血紘者の集まりを基礎としζJ.1;；，：ミれていると

1 、うことである。第3以iて村（／）各良三ての家屋の位

i訟を世帯番号によってがしておいたが，同ーの世

帯番号でニつの家屋が，線で結ばれているところ

は，小さい方の家屋が被扶養家族の住む家屋を7示

している。老齢化し稲作労働が不可能となっても

それを小作に出すこと

計のもとで生活を営んでいる村内の血縁者を詞ー

のi吐帯内に含まれるもの土して己！？？した結果出て

きたtit帯数であって，十H＇九fl＇］レι了＿ _j_; h、て実際に観察

Cき：与全家屋数を意味し

ある実際の家屋数は56より凹つ多い60である。こ

の間つの差は自らは働けなくなり収入源のなし、老

夫婦ないし老人を中心とした扶養家族が住む家屋

数を意味しているのである。つまり世帯数は家屋

1,,1 ‘山家；Hr!1で生活してい

村の人口と家族統計

十性別内訳｜

数 t~~＇.亡U

堅i 313人

6
8
0
5
6
2
2
4
0
 

1
6
3
3
4
3
5
3
 

メう、
口

人々
t

A
佳v

i
 

［｜らの土地をなお所有L,

款によってではなく，

q
u
t
u
R
d
q
a
ι
り

ぶ

り

a
a
z
G
U
q
o

唱－－
a

第 1表

一戸世帯員数

百十

リ
｝

λ
1
5
U
7
H
9
0
司
自
由
晶



1971100026.TIF

軒：ιf主む傾向点、強いのである。そして働けるうち

は自分で収入を得るように努力する。そして年を

とり労働できfよくなってわJめて9-；，，、世代から面倒j

をみてもらうのである。しかしそれでも居住は可

能ふ Jいぎり i：＇）ょ婦とー怖にすることたく，半 llヰJな

小屋租度のき反でも独立した日常生活の場を持とう

とするのである、だから表面的には独立した家計

をjド〉全く男！J{fll＜／）世帯を張ってU、るように冷える

場合でも，生活費は全部自分の息子ないし娘夫婦

からiI iてい＜Jことがよくある。

1967年の調査時から年代的にさらに遡ってスン

ガイ・ブジマ一心村tこI¥¥lする同校t，：杭計数字を得

る三とはでと：＇ ;; ／；ミったが，区長か；，1')57年：If］＇にお

ける当該区および村に関する若干の統計が得られ

たのでそれ主第ゴ表として掲げてお1ぜ、た。第 i表

と第2表とを村のレベルで比較してみると， 1957年

では村人口か：..；:i7人で1%7年の調査時J伝の：n；け、よ

り56人少なU、ιもかかわらず，戸数では逆心り4戸

第2表 1957年人11センサスによるl{-t；上び村内ノ人11

人 口 数
山
由I

A
 

域 戸数
マしイ人 iず 僑

I I % I 
スンガイ・ダウン区！ 7 36974.4 2 541:25.6 

山｜！｜｜｜
スンガイ．リマウ宗教区 I1,84784.81 33215.」！ 

ス／力f ブジヨ一Jレ村 l'.!5711 

とバ戸多くな，.ている二と乙l顕著な’Jr実として I]

につく。 1957年では 1戸当たり世帯員数は 4人な

のに対し調査時点では約5β人となず｝てヤるので

ある。このような増加が何ゆえ起二.；たのかそ。

理由は定かでない。戸数ないし世帯数の算定基準

が宅計のとは異なり単純に家屋数合計4算する）；l;ん

をとり，収入源の同一性が基準となっていないた

めかもしれなャ。またじ10年前の？？ャ世代の核家

24 

）必こが今[ii］の調査でlti－でに膨脹して世情Li数が＜手

くなったためかもしれない。しかしし、ずれにせよ，

この点仁問しでは傍，i正資料がないのでこれ以上の

推論は困難であり危険であろう。

第2去で注意しぷければたらないもう一つのれ

は，区内における華僑の人口数である。スンガイ・

ブジョー／レ村には華僑は 1人も府住していなかっ

たがスンゲイ・ダウン日内にi上25.6%，主fこスンカ

イ・リマウ宗教区内（kariahmasjid Sung日iLimau) 

山 3〕には15.2%とヵ、れりの豆与を 111めているのであ

る。区長の説明によればスンガイ・リマウ宗教区

内に居住する華僑i土，その大都内が商業を営んで

L、るいわゆる華商で，農業に従’f;してし、るものは

比較的少ないが，それでも当宗教区内の土地の約

川%が C/f,僑によ..て借地されているど述べてb、

た。そしてさらにほ内全体としてみると，商業よ

り米作に従事する華僑の比率が｝土問的iこtriいとい

うことでふヲた。農村地帯に住む華僑としイばす

ぐ村落で間業を営んでいる華商を想像し，かれら

の商業活刊の7 レ一人農民iこ対する影枠内みが考

えられがちであるが，実際にはマレ一人とともに

木作を行以マ Fていら辛矯もかなり存在しラこの両

人種によって当該地域の米作農民が構成されてい

ることを：忘れてはならないのである。

4. 職業構成と農家数

村の農家の土地所有に関して記述する前に世帯

ルハ職業を分類しごおくことが frJi手I］で、あろう（第

3表参照〕。総戸数56戸のうち米作に専従している

興宗が44戸で，総戸数の80%近くを占めている。

士た兼業農家が8戸， Jlミ業労働者の世帯か 4戸と

なっている。ケグー州米作地帯の中央部にある米

行付としてはとく仁変わった職業構成とは思えな

いが，いちおうその特徴をあげておくことにしよ

Jり
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での仕事は，農民にとって大きな収入源であるこ

とii-＼、うまでもなU、。この絶好の就職口をめぐっ

こ村人の聞でさまざまなおも jぺが働き，かれら

の人間関係に微妙なる波紋を引き起こしたことは

容易に首肯できるのである。

第：1は世帯主以外の有益f'・労働者矯および婦女子

の問での農外・村外就業がィ？？〈み t，れなかったこ

とである。世帯主の労働力さえHi人iの稲作経営や

,111みの町では十分に吸収でさす，託業の機会が不

）止してL、ることを考えればう若年労働者がこのよ

うに全く就職口のないまま不完全燃焼家族内労働

力として滞留・堆積されていくのは当然のことと

いわねばならなし、。かれらは農繁期に田植えや稲

刈りの手助けをしたり，ほかの半端仕事をして少

しif/pりの手間稼ぎをするほ刀、i土、｛上とんど失業

状態のまま村の中に滞ffiしてL、る（／）である。若年

労働者層の失業問題はずでに・，＇ l, ー／ア全体の深

刻弘社会問題となっているのであふ。当調査村に

おいても全く同様な事ー情にあるといえる。未婚の

働き盛りの男子が乾期に地割れしたlitll場でサヴカ

ーに興じたり，あちこちでグループをなしておし

いけ）に時を費やしているく牧歌r'(Jh成長＞は，実

: .t二C'l米作地帯の一般的な就職事情を表わしてあ

まりあるものがある。こうした遊休.fr年労働力は

現在のスンガイ・プジ ，Iー／しれでは宅幸運な事例

を除けばすでに存在している 4人の農業労働者に

加わるか，それとも後にみる血縁を通じた「互恵

的」な地主・小作関係の中に組みこまれていくよ

りほかに途がないのであるc

(i+二1）筆者が調査！’：，， ,, ＞タ J 明（Kelantan

State）やベラ州（PerakState），わ上：.1 セランゴール

1刊（Sel阻 gorState）なじT 清川と（； Penghuluの！万一

{t j也と事務をとる場所と、Jf寸政主 t，ご＂ ！こ。

〈法 2) スンガイ・ダウンの区長は 1名しか副区長

を任命していなかった。なお，ここの区長と副区長，
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・・ 11 fごHJ，くとはそれぞれ銅減関係にあるn

(il<l) 宗教広告且riahmasjid) U Kil＇，；ι （masjid) 

l,:11，心と！.（周辺にとりまくいくつかの村治（主且mp-

ong）地以えにつけられた名称ご払るのたとえば当ス

ンガイ・リマウ宗教区はスンガイ・リマウにある礼拝

'i1＇.ヰ，中心として形成されており，調 1f:村スンガイ・ 7卵

、＇.，，町ノL村を ：；；めて 9カ村よりなりたっているのスン

カイ・ダウンlえにはこうした5宗教［えが七りある。千千’ぶ

y~ I/ ！杓に 1;,:U: iるイスラム教徒 (flとI,,竺マレイ人

戸元・） :J“二i、教 i互の子”（anakkariah）と i:r,riL，イ

ノ日ム教徒にとって最も重主要な金！原 11cJJ Li今 ＇！－（｝ J礼拝ー簿

(juma’at）に11 かれの属するネしれ’•？＇.に広まるこ J が義

内（fardhu)・Jけられている。 Lかし，；， ￥立 lムとけうの

はほの下位行政区でもなし、。ただし人口統計調査を実

施したり，村吉年開発委員会が設立されたりする場合に

はこの然教区が地域調査単位として利用されたり，行

il'::C ［，（（／）機能をもたされていることも事実である。これ

は，；，教行政I,.｛が世俗（叶世）行政i生n上手IJJ.有されてい

JJ,¥ (t,, W！～i lる。

II 農家の土地所有と経営規模

Iでみたごとく，スンガイ・ブジ 1ール村では

水田経営が，農民の主たる生業である。もちろ

ん，者千の兼業の例を散見することはできるが，

良家の家計の主体はなんといっても水田経営にあ

i こ山本 CII）ではその主たる生業とな.Jてい

主； 4表決家の水田経営面詰お上（Kj}i{Tl/11依

I I I i戸当た
永田保有形態 i州，fli 積It弱積I IC1レロン）I I （ノレロン）

経｜自 一作 ±!¥ _21_¥ 128.251 -4.7 

甘い、 作 地＼ 37 ~o.sJ 6.2 
' 一 一一一一一一一

地｜ 合 計川21）い58.751 6.9 

所！自 作 地 ｜ 幻 い28.251 4.7 

川貸 付 i&\~- 83.oo I一
Jtl, i 介 計 I2叫211.2s¥ 7.3 

（泣二） (1) 白作地を耕作する農家が同時に小作地を

耕作することもあるので，農家戸数回戸は二重計

算をさけて算出した。

(2) (1）の場合と同様である。
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自Wt主が3Fもあるのである。そういったい

立農家とはいえないような小作農が，実に40＇；｛，近

なり困難な経営条件にあるよけで，

ガイ・ブショールトiーでは純小11形態Lけ良家が零細

農の中心となっているということである。第 3の

特徴はこの村ではやE自作農ヵ立外に砂なし全（本

として 7戸しか存在せず，全農家中に占める比率

自・小作，小・ 11 fl 事実，細fよる理由があろう。

ニグ）スン〕なlll：、く存千uてャる川子ある。 L

一体に純小作よ

この能隔に属する農家

数はそれほど多くはないのである。経営面積の拡
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その経営面積は，

りi去くなっているのだが，

農層をみると，



Ⅲ　地主・小作関係
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第4図村内の自作地・小作｝也7JIJ耕地凶

一『

（注） （ ）内の番号は位，沿番＇.J。自は自作， rト（ti]、

作。 Ii¥.たる数字は面殺を去わす単位， fレロン fr：意

味する。空白の所は村外の農民が耕作している。

大は絶対的な水田地の広さに制限があるため著し

くおさえられ、零細自｛乍農の上昇指向を組んでヤ

るといえる。ともあれーの村全体として苓泌II農が

支配的であることは間違いない。なかでも自作農

と小作成のところに零細農が集中しており‘ 71レ

ロン以｜ごの出家29戸のう九それぞれ 6J ;, Iリ戸の

合計25戸がこの範曜の農家より Illていることを，

明記しはければならなL、。とりわけ数字でみる治過

ぎり零制小Vi農がこのHiこ＿／ jげる水田民家山中心

的な存花形態であることを第8表がオJしてし、ると

いえる。

なお第 4図は，村道の左右に聞けている水田岡

30 

場のうち，調査村の農家が経営してし、るものを自

竹地・小作地別にl'XI分けしてみたものである（！） '.' l ,, 

（注 1) T. 上＞. ・Wilson, The J•:conomic o( l'adi 

Production in North Malaya, Part I, land tenur日，

retns, land use and fragmentation. (Kuala-Lumpur, 

1958), p. 35; f'.{¥ 4災をみよ。

Ci主2) スンか［・プジョ cl H:.I.約60年前 (191()

ii IJI／後）に[Hj',l，＼れて形成さ jtfHとあることけ JIリ（

ωとおりであるの勺初は 1，レロンの屋敷地と 5～10ノレ

日ンの米「i地が対となって良民に淡泌されるのが一般

的なj彩心月、 illj也 t•' 15-農家の）S1il!i，，れぞれ｛立ii'1'Iし

ぞれかII＇『 I:JI、に各農家1::w附！γ7分化が起「 11,

1,1;/L l也と 1Ut.O）場この女、j関係か， 4われtfiめたοιlっ

と） 0 JJlイiでは凶のように恥］の周辺セは小／t.t也の｝jtJ：多

くみられるようになり，農家にとって経世f;J:也の分倣化

！日］題にな句 J ノ Jある。なお， no,t民のなかにい！河

内外枠の線，..，ス／ブfイ・ブジドル村と抱の村！： 0）＇宵

界線と I呼ぶものもいたが，マレーシプでは村は末端行

政単位となっていなし、から， 「この水回はなになに村

(kampong）に隠する。Jというし、ぃブ7は正礁にはで芳

’i，、。 Lたが.-c 11本の農村 eJ，人れる出作，入frOJ 

概念をマレーンアジ〉農村L二十i，適用できないと考え

るのまた耕地図は採税地調l量図（cadastralmap）を基

礎としながら，筆者が農民の1協力を得てi'F製したもの

、.1'，る。

Ill j也主・小作関係

l. 一般的な小作形態

スンガイ・ブジョーノレ村で1ま土地所有と経営校

時の零細性が農家を支配し，かっその零細性を補

うために，血縁関係を中心とした土地の貸借関係

が結ぼれている点に著しい特徴があることをHで

:l.c／二3 では血縁関係による地主・小作関係の具体

的内容はい ＇） たヤどうなっているのであろうか。

氷たその性格をどう捉えたらよいのであろうか。

;;.: i，：モれをネ［での調査事例を例記Lながらみるこ

とにしよう。

第 9表は血縁関係および非血縁関係別に地主・

小作関係をまず分類し，さらにそれを小作料支払
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縁 i中国人商人｜
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1一 合 計J

f!lJt(/Jj也位
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母
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兄
の

婆
叙
叔
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妻
川
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机

血

縁

関

係

1・, Jという答えが一様に返ってくる。

マレ一半島の米作村では，地縁関係よりも血縁

関係による地主・小作関係が濃厚にみられるのは

何もこのスンガイーブジョール村だけの特色でな

こうした傾向が何を，意味しているかを吟味L、均二，

することは，地主・小作関係の性格をみるうえで

い形揺らJIJ, , J、f乍料水準日IJに整理してみたものであ

る。血縁を通じた例が39件で全体の約80%を占め

ていることは前に幾度となく指摘しておいたとお

りであるつ小（乍人はできるだ：t親類から土地を借

りようとし，地主も同様に血縁関係の者に貸そう

とする。血縁関係でもできるだけ近い関係のもの

から努めて借りようとする傾、向が強い。交でもそ しかしその点については

まずここではFトff:lp

決定的に重要であろう。

後の行論でふれることにし，

約の形式について記述することから始めたい。

れが現われていて「妻の父j，「叔父J,

いて「従兄弟」，「父」の例が多くみられる。血縁

関係がうすくなって実際には他人と変わらないよ

それに続

小作契約はすべて口頭契約 (janjimulut）で，文書

契約は一例もみゐことができなか－，た位1＼契約

期間は大体 l>j'が持通であるが，はっきりと；えH)j

示されない場合も多い。またなかには稲刈り後に

地主・小作聞でなんの話合いも行なわれず自動的

に継続されていくこともある。血縁による地主・

小作関係であるため，，J、作期間やその更新につし、

「他人から借りるより税額のもの

から借 I）ゐ］傾向が強L、山むある。手：jゆえそうす

るのかという筆者の陪Iv、に対して，地主は「信用

できるし，小作料をごまかされることが少ない」

うな場｛干でも、
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また小作入は「他人からは借りられな

いし，困ったときは4イド1斗を宇ムわなくてもよいか

と答える。
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I／‘ l也，L.,J 、れq~；19手か llJLifまを Jill じて liY. ,[ LてL、ど〉
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ど〉という許かれ｝られたことをち／｝:cfすると，ケタ一

千II米11土地帯。）小Wi斗の現金化のftfj、斜が， 4¥l年から

みら～；）｛）ifーを通して一貫して進んでいることはほぼ

11¥lili'，いないように忠える。

f見f防車内；こっし、て注芯「Jこきことは、実際iこはf見

物納契約の大半が代金納の形態で支店、し、が行なわ

れと3ことであぷ：，＂ 1J、作入i土稲メI］り ru:1tに喫1よ］でik

,V, 1:, Aiノた！立のtJJ米合il'奇人に，Jι り，そこで得た金た

l'll Liこ；，主 •i U><'.-v，－， 亡， j'i,1.-;fとを，J、fie1'十として Jとの

ct. J.H~ lーしっと二人に運搬 1るのではか＇・ '0 J見物fト

f'l''l'ド〉うれどのく，， 」、が代金納であるか数字とし

てはf足えれれなか／〉たが，ほとんどが代長納であ

と〉二とは，;J,',J-CT:の過程でも明らかであ －，tこυ この上
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マレーシアでは1955年にノト作令一－ThePadi 

（、ultivat“rs(,・ontγol of rent and security of t町nure)

Ordinanceー が制定されて以来，最高法定小作

れはエーカー当たり Jf叉穂最の 3分の 1を越えては

ご｝iこiI;; ;i:oJvi,：、乞いJI［！け1どしてはL、ろ l，、ろ ：s・えられ

る守；＇.cノトで t, (1！地主といってもイ、地主ぷ大六日分

にので臼済的余裕；＼－：なく‘小fill壬貯米しておく

米f:(jc:apan引をもたないこ Eコ！＇.？），］、（乍オミ L川

またすべての米作二地し、けなL、ことになってL、る。［上j山主・小作人対；ljにとっご、；；、べりの負担にな

ドft士i家条件に応じて 1苦ーから 3等級までl土ラどう Lて d,:,(lj]（＇，＇.り ITT1をにH~n'f；に.i,;J出版5\.;らので、

さらに等級ごとに白がヱーカ－ ~ti た

り標準11又尽を規定しているのである。最高法定；J、

iii！はとの法定日）:I.ーカー当たり標準収量の 3分

び） lを起過してはいけなし、というものであり， J:

k.！く分され弔を行fより（ぱ｛［句！； :~11 ＇＜、ことなどがわもた tl:l!rむとして

克，，J
 

ト↑九

,'X;えム;jlる｛、

; ); ：こ，］、i1i↓v！イt市に J 八、てみて.lム上ら t

I rι ぃン、ljり三イ L 'f!!L i; l 内，J 、 f'r•YI :' .t,, .:.~ J'., ・, 

法定小作料はヱー力一当fこり HOガンタン C1ルロ

ン＇＇'rfこり GナレーにHrり， 2等級地で115ガ、ンタン，

'.¥ ＇~； g（］也では70ffンケンとおのおの規定されてい

と〉 η ，W,J在中［スンガイ・ブジョーノレ村と近辺の米作

j也は 3＇ζて1等級にランクさ；／l.ている。

11~11':ii1；定小作料から 'l'IJI析すると，スンガイ・ブジ

！ーノレ村でit現物納26伊！のうち，上記の；最高法定

小（十i"H・ニtlIM'：しない 6ナレー以下の水準で、小｛乍契

約を結んでいあ例［土12{J1jにすぎず， 14例が違反し

1等級の米作地（Cla日 I) の)j,:i日nG＇トIN去には，7ナレーはナ l

l !/ , Y : 1ガιf>. -1.ら：j、ノ； •v) 

J 』＼、・cfiラれや1J;J;J1H.t ぐ‘

JG）／ンう.）、

あと｝亡い；：，， 10J・vーのJgf「； t＇.！ 川、し7〕Iii円（こな

これをウ fyレ、ノシ

μ〉羽子Eど比，，佼 γ｛Jど、 J¥t杓，J、ff料、／〉木ヰ＇ Ii＇／；、tc1J 

, Cl、三〉。日一十レーが 1作！！と i:

IJ/L て

h；工ケゲー：11におけゐ lvレ＼Iン、月／吃りの手均現物

小1111i士（j(Iりン片＞ tc ,1) : -~ tl 1守，lf!il1町村で日夜I）市

ケダ－HI.; i q,. (:&:mi h'f'1'1た

1'1 { Iし•／ > ＇ハiJ,';J{ill寺山と

ヤンにl士一 LてL、之：，.，，、
'! 

ril・ ご・／c-二I,.‘,) Ji立i三を

しfこ／，＇j'v'i］、作朴を支払わされていることになる。＇；＇＼：／片し＇J,;),';J}iil.'i,i.＇.＇.ど（ r1!:',J：・＂（上ぞれげと｜：外 L・c !c＂、
かし’長lttのエーカー当たりの平均収量を統計でみ引受｜刊に i見物•J 、／Y村：上 IJ吟n Lてきていると

..町；；、，，、

(1966/67）池5：：に達じ亡し、るかゐと 52＇.＼ガンゲン行三てll司j主」、fよかろうの現金ノト1n↓に／）し、てみる

この村の平均現物小作料の収穫量に占めるキt》？
三 C)場 f-i＇にはい •I ；；＿－うト拝｛ば［［（ij が出干｛にふっr 

－ 

l土fi23分の10:'iとなり 4分の lにも達しない二とにカイ／レ、ノンのふl,',J-;tEでは IYレロンてJ¥U,)1てL、石。

.J.ーア
!.¥. ·'~) 。ヨたりの平均現、主小

これを血縁と非血縁の小作料の水準に関して，,;11,J有村計上七lL, 

，］、/'I：刊の／｝く計千i土l，；；い上うである。たとえば，Jド血縁

℃は現金納でも 1／レロンペたり 50～60ドルのケー

スり見当んないし， J',t/_,物納では Gナレーが 1(Y1Jあ

引 Eかはノt'.(f[¥10ナレーと，最も高し、水準を示して

L、ど〉。もっとも血縁の場什でも100ドル， 10「レー

やはり非血縁の場合の）JがJ:¥)j{tとをH'JI佼するど，、¥ZJi:J;f（布Aは79

.'¥ ／こ｛！a'!i似合：与づらと 1'7 { ／＼，，リ

2 WJふるに？さ・j三

L C ＞，、ど〉。

li~fJ＼で 1勺つご．

/ IL. ：二

. ,, ）とさ；工州～バリド，， J）＇↓：（吋がノ山，l,'.Jfi"iiや！j('）ミり

この場合i土

33 

のノト／Yrfがみられないことはないが，

;:Pci11キiでは 100F 1, (!i ・］三

Hか19(¥lji/）う t)2 /y日〉ふり，］児玉三l］、11!'！の;f(ヰi：も

1JW1市ilJ ,;/h frl日以j(J{j三tiilJ'. ltlJ Lぐかなり Ui'L

てL、ること古川、カlとら。

ノど占めらト二十 Fざ／よいか，
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血縁問の相圧J夫JJ)J関係がi也主に点し、小作料をもた

らしているのであ〉て，非j[L縁i討の上うに純経済

(1'1 t，利害計官i二点ど J ) L、て算出されどL、るわけで

はjなI,、c L、うなれば，血縁問にあ）〉ては｝也七｛＼HJ‘

小作人（日I］双 FJJJ経涜力や労働条{ti:ーがTr：に勘案され

て，小作料力水準や貝体的な支払1，、条f'I：が決定さ

れてくるのであるり lil.l主と小作人がJf[l縁関係f二ふ

る場什， lj、：1：人た t，にとって小作条件がU>0やか

で栄fことは必ずしも L、えたい山である。たとえば

地主カ1ドをとり経世能力がなくれ－ ) fこと，'i:;.t, ；；、

えって先打、L、士求めたり普通工り 1'.':j'、／トi'l'*i-2:'.，＼＇；！、

子などに現 J比してノ七／，f;宅そにあてる；りである。 Lか

しi巴に余裕のある t地を柏崎したばかりの，Q.子長

f局やt良1ミ丸すにft十j場｛，にiん ~t,j ＇.）＇.（二 f;£事[fl山小 i午、！ド｝

でか •＇） た i）主 fこは~，：丹、小it手、l’を〉？とめないといった

こと七あるーい＼・かえれば小作料の1日jt，士 ι定す

ることたく、どち t.， かといえif iてj也戸jl右と労｛助力

グ〉交挽による泊L械的.11m扶助とい叶削卒、が強く le

らcl)-cあって？ 小什二件l土II手々 のキID工（！＇＞生 iJf;:lf：態（二

什わせて変到し、通常le立味でのj位二i：・小作関係

とはいえな1.＇点もみられ lるのであ，；＇.） 0 作柄が志か

りたり ILi r王『病気などの臨時支出力tあれば‘それ

がtr註0ltて一小作料が決められるc 地主に余裕が

あれば子たる小作人は支払し、可能の分だけ払うの

であって，調査のなかには lルロン当たり 2十レ

ーどか， 31－レーといろ例もみられた。

これに反して非血縁間小作契約；ま，普通その条

件においてi土相対的に厳c，、。とくに地主がq1同

人の場台にはも J ，と＼， Iトfl'ttがi'iliくな， ・c L、ζ）(/) 

［士興味深い事七であふ。スンガィ・ 1) ：（ ウにfl'ご！円

しながら？耳目1；をf王手fする'i{gf,伝治三、1'1十！の J レ一人

民民に土地を貸しつけている例i士一長でも容易にわ

かるように：） {f1Jあるが，し、ずれも l;J.. ,. Iン当たり

100ド、／レなし、し 10ナレーで、調査事例中最高を示し

34 

て L、と：l,,

血縁fl号の地主・ノト｛七！主If系山相互扶助i'f:Jあるし、は

I liX¥1i'r''..lJ 性絡が放も顕著に攻才〉れるのはマレ－

;;nで、：scwahidu1下〉と L寸dlゐ減9t.¥小作の慣行に

おいてであるc 不作や凶作により収穫が思うほど

でない場合には，小｛t：人が地主にノトw本！の減免を

頼み込むのは衿通のことであると いう。地主も不

れず／ト！？：下、Hこkるi収入が：｝干しく減少する土危十ltL 

/:: 'X; ｛干にiJ, ,J、(1:ノ人に C~る fこけ，］、n:r+t<:.9i¥J ~- 

.t3 i）打、勺 kうに，，見件 L,J自主・；J、w人十！PfC・Jlz柊

山減少分そf討Ll.Lあら上うにすふのであ心。また

なかには小fiefトの減免がfail：のように行なわれ慣

例化しているために‘一応小作契約てJ土ノトw料の

長：打、L、制がさめられてし、なが （，ノトrn＋は一定して

ないと許える民民七 L、るほどである。ただしi》1iit1 
‘ 

L、，右

び〉慣行二t上争般に1井「，；／l!.i: ¥ 、σ）で恋》ザ〉亡， I見4匂納の

j込（；－に（｝）］井作主免ノi、f1；のfY1Jがみらjしるり Lかし例外

として了見合小（刊のでありながら，不ft，の場f，には

一主I｛「＜｝） Iトf1＊’＇！，＜！）支JムL、のときその分が考慮されfl1;

めにノトfl半［がさめられるケースが i例主γ 、fこ。こ

の工う iこ sewa-hi<lupの慣行は，血縁問でも1(11紋

関係主リ立けれi王i立いほど強く現われるのが一般で

あり，非血縁関係の場企は，小作料の減免交渉は

みられノないことはないがずっと厳しくなる。一般

にマレーシアの米作j也11}でみられる sewa-hidup

の慣行は，米作生産の不安定性， J）玄り事ltlの差を

地主が負担するというよりは規模の零細性かんく

く；｝生7,1;＜！） 貧国企， lfll紘どいう l~M系 fr: i必じてHI豆：iこ

fdl! L {tう ri主i封0>J七千lJ （持i】山＂

flj！に i、〉てj一i今ゐ1仁』 >]lてい ξ〉こと i、二yJ:,6':Lておく f必、

·~方、ミ点〉〆》う O fごか f，小作人が不れ：ベコ病気，災害な

どで小｛午料をどうしても払うこ Eができないよう

な状態にあれば，地主は普通泣き寝入りすること
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小！？一形態

京 10哀特殊な小

1 ）~~＇:ij:番号l.i11刊Jil!f.'::1iu 積i，，一

一一ペ 2
21 " 47 又従兄l5 

:i 1 " 2(1 I妓 府 I :1 

14. " ](1 I付iての巴子 :l.5 

:, " 51 jr11同人商人 5 

1-i " 5;; iC:1l::I 人出人 21.;, 

7ソγソク （1〕；，j日k)

// '/ 1 （日ad九i)

・. 1·~ ,r,,, rγ 〆C I I I ，＇二.7；＇人 i

'jual janji1 I 71 " ,・ Iゴム［：ii 5 
P!i H r; I 

が多いのであって，強；l,!J的に小れて人から飯米まで

とりあけ、たり，翌年の小作料 i二 1Jnえて｛~収するど

し、ったi品附ふことはます行なj〉れな，，、。

2. 特殊な小作形態

, ）ぎに民l¥:I日j（／）余耐：fo用制度ぺ〉長期小作契約な

どにみじれる特殊な小作形態につL、ごみていくこ

とl二寸.~J 0 

まず簡単ながc;ff・的ヰ『実んミ （） i主J くゐことにするο

'..'.]';10表にはノ；ンヤ’ケ（paj；品、主fこは lease）土 II千

円れる~期ノトit｝［＇：：：！：告が：-i {0］唱 府主主権担保をほ介と

して生ずる／卜作形態ガゲイ（1仰いしたんこ11m州問ー

μ〉〔II6〕が：Ji71J.そして一定条件日こむいて初め

て全面的な所有権屯買の成＂.＇［tJ，認められる特殊な

小｛ド契約，勺士りジュア－.，レ・ジャンジ（jual-janji,

土えは川nditionalsale) l {'i'rjが記載されている。以

下，この三つの形態をおのおの共｛本例をとり入れ

たがらi~1列していとうコ

ま・・f，；ゾ γソクであとJo ，ご＞ノヤザクは去からも

,j l /J、るようにJ_l[［枝問によくみられら勺ウィルゾン

び1Wf'i・iこk.Jiーは，このパジヤゾクは戦後，ケグー州

三、 y(1 l~· ン λ ・ヴ 7 レス IJ ー（Pr円山町巴 Wellesley)

tcどで多く J外られる上うにな，t：..どL、う（'f:7＼パ

ジヤノク小作形態は，前述のように一極の長期小

作形態とその条件

みて
〉千ミ

6 i1二tllJ(l<J6:-l -68主p)o lノレロン， 50ドル
（，，汁600ドJvを1)i!払。

7 11二！日J(1967 -73年）， の小作二料古［j払2的 0ドノレ

10年間（1960 69年）前払υ1000ドルと，毎年2クンチャの私l米

4年（1リ67 70年九350ドルを借りる。 4年f］より 1ルロンに
訴える内

件

2年（l'l66 57｛；三）。 600ドルを｛背りる。

市川[j（午L(ff！肉）、 1200ドルを｛tりる， 21.5ルロンのうち8ル
ロンを小f1:にi廷してもら.，ているの

I 5＂下問（ 1967 71年）2000ドノレを借りる， 1年400ドルを返済，
I 5.，レロンを小／1I也として耕作， ノト｛十字f400ドノレ／5ルロン／ 1
¥ fFn j?l;(J l~ll/JJ 全あと 5年延期することいJ。

作契約で，普通5年から 6-4:の小作料を金納で、地

主に]lli払ρすることをいう。調査村でみられた 3

例のパジャソクはおのおの 6,7, 10年になってい

ら。 i止措番号47の例をとって説明Lょう。 No.47 

l主郡役)Jr(District 0白ice）のあるイヱンに住む又

従兄より 5ノレロンをすでに 1959年から借りてい

た0 1966年までは 5Jレロン当たり 450ドルの現金

納で l年ずつの契約であった。しかし67年になっ

て地主から「金が必要だからj と， 7年間のパジ

ヤッケを！要求された。 No.47はそこで工面して要

求額2000ドルを支払った。 2000ドノレのうち1800ド

ルは白己資金だったが，あと200ドルがどうしても

足りず他人から借りて支払っている。この2000ド

ルは当然 7年間の小作権の保証に対して支払われ

たむのだが，これまでどおり毎年更新した場合予

想される合計額3050ドルと比較すると1000ドル余

り安くなっている。地主の又従兄はすでに年をと

り白分で水田を経営管理する能力はない。地主と

ヤっても生活は決して楽ではなく，家計逼迫から

ノ、ジ γックで小作料の前払いをNo.471こ願ったも

のであるという。これは正しく血縁内の老人に対

する生活保証制度とみなされるものであって，マ

レ一人農村社会ではこうし、った事例が多くみられ

3ラ
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るのである。 No.47にとって， 2000ドノレの調達は

決して存易なとをでなくフ現に 200ドルを他人か

ら借金主でして，又従兄fこる地主に小作手！の前払

いをしているのである。ウィノレソンによれば，パ

ジャックi土地主が因業ぎあるため，あるいは小作

人に対する圧迫から出たもののごとく i都内されて

いるが位U，必ずしもそうとはいえない側聞もあ

ることは，上記の例から明らかであろう。もちろ

ん，地主の強欲や圧迫から fト作人に対して p：ジャ

ックが要Jたされることもあるが，だU、ょっ、;J病気

や子供の結婚または何らかの理由による地主側の

家計不如意一一大半は放慢家計ないしは浪費ぐせ

からくるも lηであるとい》てよいが のため，

地主から小作人にお願いするといった例が多いの

である。

パジ γ ソクの性格を明らかにする止めにもう一

つ例を挙げておこう。 il,i'UO長の No.20のff，］は，

パジャック形態が血縁を通じた地主・小作関係と

地主側における家族基幹労働力の欠如とにどれだ

け深く悶係しているかを1a、している。 No.20は

1960年までに 5Jレロンの自作農であ－，たが，夫の

死亡とその後における 5Jレロンの水閉経営に要す

る諸雇用費用，つまり田植え，耕転，稲刈りに支

払う費用が電なり，ついに事商から資企の融資を

うけるに至った。最初300トソレ借り受けていたが，

1960年にはそれが1000ドルになり，仕方なく娘婿

(menantu laki2）に 3Jレロンをパジャゥクに／l:¥さざ

るをえなくなったのである。期間は1961向えまでの

10年間である。娘婿にとっては1000ドルをNo.20 

に払うほか，毎年の収穫から 2クンチャを華商に

No.20の（昔金返済として払うことが条付てとなって

いる。ここで地主 No.20の世帯では， 5ルロン

の水田経営に耐え得る基幹労働力がないことに注

意されたい（夫の死亡，つまり家族内基幹労働力の

36 

拠失がパジャック形態への傾斜の契機になっている〕。

娘賄にとっては 3！レロン， 10年間の耕作権を1000

＼、Jvの即金と毎年2クンチャの現物小作料て、得た

ことを意味する。 3ルロンからは最低9クンチャ

の収穫が期待できるから， 2ケシチャの小作料を

支払ってもtf1な取引きではない。また華商にと 1

ても年々 2クンチャずつの返済は，当時の相場で

現金に換算すると 300ドルになるから， 10年間で

; ＼（）（）（）ドルとたるJ;ii:になる。これは華商にとり 10

"rnuで2000lりしの利子が得「〉れることを意味して

いる。さらに No.20の側からみれば，夫の死亡

により家族内基幹労働力を喪失して以来累積して

きた家計の赤字を、娘婿に：3ルロン小作にII＼すこ

とにより，とりあえず解消できるという利点があ

る。この No.20のパジャック形態はこうして地

主・小作入・華i留の三者の利益を一応保証する形

で生まれたのでふる。

このように No.47の場合にしろ， No.20のケ

ースにしろ，パジャックを地主の過酷な長期にわ

たる小作料の前店、い要求と理解しては著しく正日J

4：失することにたるのであ石。実際には血縁を

通じた相互扶助原理が，生活場面および生産場面

の双方にまたがって現われ，それが具体的には小

作料の前払νとし、う生活費融資の形をとり，，］、作

人が年老いた地主を助けたとみる方がより実状に

則しているのである。つまり，血縁を軸とした地

主・小作人間のペ障の生活費の融資制度と解すベ

主である。とのパジャックの発する遠因は，確か

に戦後の商品経済の進展により貧農層が厚く堆積

されつつあるケダー州米作地帯の経済状態の悪化

にあるにちがいなし、。

つぎにガグイについて述べることにする。まず

No. 10の例を説明，しよう。この農家は世帯主が老

齢のうえ病気なのでそのための費用が嵩みがちで
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あった。そのうえ子供がまだ小さく労働力として

役立たr，自作t＂！：でありながら米作経常におりら

躍用労働の占める比率が大きく， 66年になりつい

にスン；ゲイ・リマウの古里l泣からの借金が 350ドノレ

になり，最近その返済を迫られるに至った。ため

に止むをえず ；；：－；ノレロンぷ〉自fit也を， i持j寸ですマ

に世帯をとも ＇） ている当村の村卦の息、子（以後HK呼

ぶ）に， ・if」／イとして小作lこ出すこLと；こなった。調

査時はちょうどガダイに出した初年度に当たって

いたが，その条件の内容をみると，No.10がHから

:350ドIレ借り，その返済のために：L5ノレ口ンの米作

地の用益権を3年間日にあたえ，4年目には1ノレロン

（.＇）用益 1{1iEさ心；こHにわJこえることi二上り 350ド

ノレの金額の返済とみなすとなってヤる。 Hは用益

院を譲；：） .-Jけた叶乍地からの主収穫を 1・1分のもの

にすることができるし，また自己の経営面積がす

でに十三分あゐ場合には，他人にまた貸しするこ

とも可能である。しかしこのHの場合はH自身が

経営すること凡なっており，形式的にはNo.Iりの

小作人というととにたる。筆者；まmともインク L''

,CLーをれなったが，その際つぎのような興味ある

中実も~ ）がつに。 No.10の世帯主の京以， 350ド

ノレと引き換えに 3.51レロンの米作地をガダイに出

T話を‘最初ii村長ド持ってい J Fた！：」う。し冷〉

し村長からは直接350ド1レをj若すことは断わられ，

（にわり；二自分VJ』、子fこるHかt，借り i、，；！Lるよう使

宜を計るとし、われ，その結果No.10と契約を結ぶ

に至ったのであるとνぅ。同じ材落｛二日住する農

民に，村長といち要職i乙つく者ル1ガグイ形宣F、心＇）ノj

作契約を結ぶ〈二とは体裁上よくなし、と考慮したの

Vσあろろ。村長カ玉一言十を案じ，隣村に住む息子百

に350ドノレを貸しあたえ， Hと No.10とがガダイ

による地主・小作契約を結ぶよう取り；n・らη たの

もそのためである。Hは父・村長から 3ルロンの米

作地を小作経営しているだけで経営面積は不足し

ており， No.10がらの 3.5；レロンの経営地の追加

は家計の充実を計る意味からいっても盟ましいも

（｝）であった。ガグイやジュアーノレ・ジャンジで用

益権を貸しあたえたり，土地を手放ナことは，マ

し一人民民社会では“恥”（malu）と考えられてい

るので表面に出にくい。その上この No.10の例

は実長iY'.Iには村長から融資金が出ているので，雨

明約当事者とも，部外者たる筆者とのインタピュ

ウーで，契約の内容を打ちあけようとしなかった

のは当然と考えられる。村長の地位にあるものが

ガダイという形で同村落内の構成員に直接融資を

仔ない，代わりに用主主権を料ることは，土地を手

放すことと同様にある意味での“恥”になると考

え， ι二fHを通じて間接的に融資したのである。

このようにガダイとは一定金額を借金する代わ

りに一定面詰の水田のm益維を債権者に一定期間

あたえることをいうのであるが，その措金の返済

方法には 2通りある。一つは元金と利子分を，共に

用益権をあたえられた水田カ‘ら得られる収機のな

かに含ませる方法であり，債梅者には貸付け金は

現金の形でじ返ってこない。もう一つの方法は元

金は別i金現金の形で返済され，収穫は利子分とし

てのみμ「算される方法であるG この際，元金が約

束の期間内に退済されない場合にはガダイの期聞

は返済ぷおわるまで延長される。しかしいくら延

長しても所有権の移転はおとらない。このように

ガダイにおヤては，用益権が譲渡される水田の面

積と用益権の譲渡期間の長さは，元金の額と利子

率，それに元金の返済方法に依存することになるo

No.10とHの間で結ばれたガグイ契約は，前者の

元金と利子分の返済を収穫のなかに未分離のまま

含ませる方法によったもので，その結果ガゲイの

期聞は 4年と，比較的短くなっている。利子の返
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済が現金の形をとらないのは， イスラムを倍仰す

るマレ一入品村社会では宥易iこ考えられることで

ある。ガダイを考える場合、 もう一つ指摘してお

かなければならないのは，債権者にあたえられた

用益権を， もとの水田の所有者， つまり償務者iこ

小作の形で？2:すこと詰込行なねれていることであ

この形態は，負憤t'iiι経済的余裕がなく， U、る。

ったん移った水田用益権を債権者から逆に借りう

けるのであるが， これが前述の借金の返済方法と

かさなり台い，具体的fj._ガゲイの契約内本に多様

な形態をもたらしているのである。用益権をもと

の水聞の所有者に小作の形で返すやり方をマレー

語でガヅf・セワ・ノミレ、ゾク (gadai scwa halek) 

帰りノl作一ーという。例を用いてこのガダイ

・セワ・パレックを説明してみよう。

No. 53の世帯主は祖母と同居しているが、 その

祖母の夫と一緒に戦前からこの村に ｝，；けとしてい

た。 21.5ノレロンの水田を所有し，地主でもあ立た。

それが祖母自身もよくわからぬ理由により金に困

るよう』こなり 1200ドルで21.51レロン全部をスンガ、

イ・リマウに｛土む華商〔付木たつにガダイに／t1し，

うち自分の耕作用として 81レロンを帰り小作にし

てもらった。戦後になって負憤者は 800ドルで、 8

1レロンの用益権をとりもどそうとしたが‘草商は

利子の累積を理由に所有権を自己名儀に換えてし

まったと主張し，返還しようとしなかった。以来

ずっと No.53は利子も負債額も払わず普通の小

作人のごとくになり現在に至っている。マレ一人

保留法（削〉によれば，華僑はこの村の米作地を所

有することを許されず，たとえマレ一人負債者の

利子が累碩しても，担保物件としてのk地を f:l己

名儀に変延できないことになっている。それがこ

の例では，華商の主張によると名儀変更してしま

い，用益権が所有権に転化されてしまっている。

38 

この間の経過についての詳しい真相は不明なので

これ以上の推論を重ねることはできないが，少な

くとも元負債者であった No.53は，利子も負債

額も払えず，小作人としての地位にあることは確

かである。そして最初の負債者はすでに死亡し，

現企：はその孫が草雨から土地を｛背りて小作人にな

っているのである。

ガダイは， ケダー州、｜タ｜去作地帯によくみられる賞

出思民の生活資金調達方式でありラ血縁関ではほ

とんどみられず，非血縁同士をもっぱらとするの

がその特徴である。ガダイの性格をさらに敷桁し

ていえば，純粋な小作形態というよりは，基本的に

は小fr農への転沼の道を歩み始めんとしてヤる零

先1111封窮農民の，土地用益権を担保とした生お資金

調達のための方途と解されよう。戦前は賭のため

また子供の結婚式をはじめとする種々の通過

儀礼を行なうために大口の支出を行ない， ガゲイ

にはまり込む農民が多くいたをし、う話を農宇［では

よく聞く。 また戦後では朝鮮動乱後のゴム価格の

，~，誌により，籾米支持価格がl lグクル当たり 17j：＇ル

から12ドルへとい J いこんに下落したことが農家家

計を概度に圧迫し， ガダイに落ち込む農民がふえ

出したという。さらにこの村ではその例をみなか

ったぷ，ケダー州米作地帯の中央部には，インド入

金貸業者（chattiar）が資金を貸し付けて得た水！日の

用益権を， マレー人農民に小作に出している例が

非常に多く，現在でも新聞に社会問題としてしば

しi工とりあげられるほどである悦1九農業協同組

合や農業銀行などの信用機関が整備されておらず

また存在していても農民にはなかなか利用できな

い融資条件のもとにあっては，農民たちはインド

人金貸業者や華商などの商人資本や貸付資本の持

つ吸着性の犠牲にならざるをえないのである。

最後にジュアーノレ・ジャンジについて述べてみ
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ょう。ジュアーノレ・ジャンジはもっと大口の負債

を必要とする際に弔いられるr,t;i7：調達力法であ 3

て，一層探刻である。ガダイによって一時的に土

地用益怖を担似に入れど｝ことi二工り家什の赤’j</j二

救える段階ではもはやなく，唯硝しかっ慢性化し

／ご窮迫京，，＼・を救，－） fこは， 1－地をJじって融資を11｝る

より他に方法がなくなるのであ乙。ジーアーノレ－

：／ヤン Jはそういった際，正式の手続きをとって

！づ也をマ古 川必要金額を融資してもらうわけであ

るが，単なる土地売買と異なり，裏契約で融資額

を返済Lたときは，そ C)土地をもとの！？？有者に ff.

記し直すことをど約束するのである。そうすること

によりけ也を子氏す農民iこーむ条件貯もとで［ゴ也

所有権の時取得の途を残しておくのであって，条

［，｜今付き ＇.i，己口（con

ためである（注11)。土地を無条件で売ってしまうに

はi王かじ余分。） t地がなく，冷‘といって大口融肖

は土地を荒らオユi工、得られなU、ときに用いられるh・

くからある農民金融様式である。スンガイ・ブジ

-1－；レ什？は， ；ュア」／レ・ Jγ ンキ ft 1例 L1;• 

なかったが，その内存につL、て詞述ずることにし

i；う。

No. 7は5ルロンの自作農であったが，子供が

7人と多いしかもうち 6人が娘であふ。前々が

らスンガイ・リマウの華僑雑貨店に借金があった

か，最近lまとくに娘の教育費 Lスンカトリ♂ウに

ある宗教学校に2人通つでいるほか l人が小学校に通つ

ごいるjヤ結婚で，出'fl:ηLかさなり，送記ジュアー

ノレ・ジyンジ；z遣いこまれた。高！？資 Lた者は；Iii券

のスリンコン村（KampongSelin kong）に住むA

というコ、ム園経営者で、あるとし、う。融資してもら

った額は2000ドルで，その代わりにNo.7は5；レ

ロンの水田の！苛有権をAに譲i役した。返済条｛＇！：今ば

毎年400ドルずつら年間に全部返すという厳しい

ものであるが，この期間に返済できない場合には

さらiこ5年間同じ条件で返済期間を延長すること

ができるという付帯条件がついている。所有権の

F事った水田は，こんどは No‘7が小作人として耕

作することになり，小作料として年間400ドルの

ktムャが要求されている。この結果， No.7／土所

平i権をとり戻すためには毎年800ドルの現金を融

資主μ払わねばならないことになる。 6ルロンの

fl作｝！ミでも，家；十が逼迫しジュアール・ジャンジ

に追いやられたものが， 5ノレロンの小作農として

小作料と所有権取戻しのために 800ドルもの剰余

金を生み出せることができるかどうか，これは考

えてみるまでのこともなかろう。極論すれir，こ

れは事実上，無条件で2000ドノレで 5！レロンの土地

を売却したのと同様で、ある。同調査村周辺では，

当時lノレロン当たり 1000ドノレの地価が普通であっ

たから， 2000ドノレで、 5ルロン玄失えば：1α)0ドルの

損失となる。それにもがかわらず，何らの取戻し

条件をつけずして売却し，買戻しの機会を失うよ

りはゾ 1 アール・ジγンジの方を選択するのは，

農民の土地所有に対する強い執着心の現われとし

か考えられないりまた全く常通の土地売買として

相手かに無条件で土地を渡せば，その後の小作地

v）調達が債務者にとっては重大な問題となる。耕

作ー権の確保という点からも， conditionalsaleは債

務者にとっては望ましい土地売買法といえるので

ある。：農民は買戻しの可能性にー緩の望みを托し

てジュアール・ジャンジに踏み切り，自らの土地

に転落せる小作農として立ち現われることになる

わけである。

3. 付帯的な小作条件

最後に，水間について小作契約を結んだ場合，

籾収穫の分配条件のほかに随｛干してくる付帯的な

小作条件について述べてみよう。水聞にはしばし
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;fトラガ、（、tcla日目j とよ；王jLる，J、さな池／い｛ある

ドドJ山，1;.rg（，そこからとれる魚のう〉円己主i'-1:：二／パ

て士寸ミムミ打)fこふれてみ上う。 10～ 11片山iこなると

出lt:t['Jjl},；「人jご台f~-, ~｝ミきく iなった f!（を二（＇）itl；；ニj白

レヮムユ弘、 Jtn /(i L〆 f二（1)t）にj［くしつ料i白iYHしつどこ／う

t＃－） ごししフご／己己（｝）である F 二うし亡j:J/こ（げがし

かの収入l上， （｛Yト't_,;[・,J〕込しになる山むふ J J ご， t、

!flミにとっ＼：はこの沖、j政｛1誌とは年！日！を通しての楽

しみの ，，戸川二ふってl、る C ) 11に.iiくj也の干1］をNtこ

i也で；U亙のn，、年／二と 100ドIvの1n入になること

もあると L、行。 このJI＼旬、を売って得ょこ収入；土//j(Jllj

イドJには地主J：分ける必宮は；＼＇・＇，。 しよミL:flド下 7と

して池カミら日1［＇£人が高額；こ］主 fるJ:0'<,:-:.f土τl:li.l:

i:t i令、捜惟を／ト（1'人にあたえないこと＼.，めら p _u二

ある1易白にけつECl Ji七れでiJ！＼；苦によ＿.，－ご1¥L,':-.11:,l人

を配分することをきめているi也t，－，トif人f，いりコ

オミ（1をJ民主JJレ一人民iせにとって， 出；二v、ふ；（（i，；上

fl ', ,, ) l五れ として主•，＼；（ f;:_ }.'._¥:I；去をも ,'' .ごいるか，

小11二人；，：m・・ )J tニi11i場目、らタfJ!,Jv' > JIしに；ふため数

p巨の泊を打I)えたり，たまた主ず「iてび）｝見:icil＜＇.一人が必

＇~なとさ洞古！日いて JrlH要することは，にとえ 10 ～

11 flに魚、見ナる1託手IJi!:.,t.められていたく；も，

や五の既得権三し cH't行fじして：J、ふ工う iこλノ乙ゐ

j：や、（＇〕け：にノト、 ｛f一人にとり兄逃←t二と（／）十三 E，井よL、JI之

），；甘;T；に i 日 ρ~；出r ム：τ＇ l也し叶司 Pih【二 j示＇（よ二てよ，）る γLυ

桔iか i~，と；） t 弓身uミでよ，＇ ζs ＂弓つなして l 午！日jにi～

l()[i.:] f巳庄のJj羽生1しl2:（｝）ふ；~，ヤネび＞ 1JJH, y，、l, ¥ ぞ，，.， h：、了

は10本以｜二ちhi（えてあふこともあらっ こγ〕よ i〕；二

主く揃えてめるJi}{,iこじに ヤシぴj＇売の分ric.Wl係は

地主・小f1l／日系を とさt二日1Jitr I Jfi c ,,1可L （，い

かfrな1,;j I，，以穫す二三は収入1；土（；；｝合妥jくすふと

／）＇，年；こらドJI--・ 7,( '1 、しは 10 ドんとん、のJ;u~ t（嬰求十

るしつ ·c あ ~J 0 し沿道 L2、 :-l本位I;!L主B生えごL、な

L，、場合には， fトvu
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が；＇~＇.，］長でおら。／こ／~ l・！？存tLi'：におけられ日可土して

Jj,l穫のときに地二U，ニヤシの実をcf',I：陀｛止すゐ二と

が行なわjLることカもある。 これは地主が然！'IYCノト

fr人に小11'l也によle:えぐいとらヤシの停止を l'iしていとこp

ことに対する返干しのhゐであることは7ょう主でも
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